
2019年地域創生科目：中津川本町プログラム
世界共生学科2年：江尻彰太、奥田伶奈、岸田果苗、佐藤日向子、鈴木響貴、中村麻里、早尚輝

振り返りと次回参加メンバーのみなさんへ
この研修を通して、身近な地域でも知らないことがあることに気づくことができました。町の現状や変化を受け止め、活性化のために試行錯誤し地域の人々が自ら活動することの大切さを学びました。次回の参加メ

ンバーの皆さんには特に地域の方々との意見交流の場をできるだけ多くしてほしいと思います。外部の私たちにしか見えない、気付けないことを地域の方々に伝えることで、町おこしに私たちの活動が少しでも還元で
きると思います。さらに、地域の方々は若い世代の意見をとても大切に受け入れてくださるので、意見交換をして私たちも新たな発見や気づきが生まれます。

聞き取り調査：本町の現状と課題を知るため本町地区のキーパーソンと行政サイドから聞き取り
手法：インタビュー形式 自分の生活や本町の現状について自由に話していただいた

聞き取り調査まとめ
・中山道がこのままでは廃れていくという危機感は街全体、市としても見受けられた
・本町に限らず、中津川に発展を狙うには 観光or 定住者の増加 に重点を置いたほうがいいのでは。

→本町の方たちとの話し合いの場では、本当にその必要があるのか？と、議題にもなった。

マッピング：マッピングを通して本町の過去・現在に
ついて理解するとともに、未来、すなわち今後の課題
を明確にする。
手法：一軒一軒を訪問し、過去・現在・未来について
丁寧に話を伺う。
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【マッピング結果から見られる今後の課題】これらの結果から、このままでは空き家がどんどん増えていってしまうことが考えられる。現在、私たちの宿泊した天満屋や、原夫妻の経営
しているカフェholiday parkのように、新たにお店ができ始めている。これらによって観光客は増加しており、また、学生などの若い年代の割合も多くなっている。ひとつの改善方法と
してテナント化していくことが挙げられる。しかし、なかなか場所を貸してもらえないという問題があるため、テナント化、そして居住に対しても何かしらのサポートが必要であると考
える。
【地域住民の方々との意見交換】意見交換によって、住民たちの意見を聞くことができた。一つは窓口の設置についてである。中津川の本町には若い人が少ないという問題を抱えている。
しかし、実際に若い人達が来ても何から始めればいいのか分からないこともあるため、このような地域づくりの相談、サポートできる場所として、窓口の設置は重要になってくると考え
た。次に、定住、観光への重点の置き方についてです。私たちははじめ、どちらかに重点を置いた方がいいのではないかと考えていたが、地域の方々はどちらかに重点を置くのではなく、
出来ることをやっていけばいいのではないかという意見を持っていた。このように、実際に話をしたことで町の人々の本当の声を聞くことができた。

販売研修・定点観測・動画作成（Youは何しに中津川へ）


	2019年地域創生科目：中津川本町プログラム�世界共生学科2年：江尻彰太、奥田伶奈、岸田果苗、佐藤日向子、鈴木響貴、中村麻里、早尚輝

